
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日
受
領

答

弁

第

二

三

一

号

内
閣
衆
質
一
九
三
第
二
三
一
号

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
上
西
小
百
合
君
提
出
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
と
「
刑
事
司
法
改
革
関
連
法
案
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
上
西
小
百
合
君
提
出
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
と
「
刑
事
司
法
改
革
関
連
法
案
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
現
在
の
詳
細
」
及
び
「
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
の
対
象
と
す
る
犯
罪
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
今
国
会
に
提
出
し
て
い
る
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
に
よ
る
改
正
後
の
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律

第
百
三
十
六
号
。
以
下
「
改
正
後
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
二
の
罪
の
対
象
犯
罪
で
あ
る
改
正
後
組
織

的
犯
罪
処
罰
法
別
表
第
四
に
掲
げ
る
罪
に
係
る
事
件
の
う
ち
、
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年

法
律
第
五
十
四
号
。
以
下
「
刑
事
訴
訟
法
等
一
部
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
刑
事
訴
訟
法

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
。
以
下
「
改
正
後
刑
事
訴
訟
法
」
と
い
う
。
）
第
三
百
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に

掲
げ
る
「
死
刑
又
は
無
期
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に
当
た
る
罪
に
係
る
事
件
」
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
「
短
期
一
年
以
上

の
有
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
当
た
る
罪
で
あ
つ
て
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
被
害
者
を
死
亡
さ
せ
た
も
の
に
係
る
事
件
」
又

は
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
「
司
法
警
察
員
が
送
致
し
又
は
送
付
し
た
事
件
以
外
の
事
件
」
（
関
連
す
る
事
件
が
送
致
さ
れ
又

一



は
送
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
司
法
警
察
員
が
現
に
捜
査
し
て
い
る
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
司
法
警
察
員

が
送
致
し
又
は
送
付
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
る
取
調
べ
の
録
音
・
録
画
制
度
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
同
条
の
規
定
は
、
刑
事
訴
訟
法
等
一
部
改
正
法
の
公
布
の
日
で

あ
る
平
成
二
十
八
年
六
月
三
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
の
適
用
と
な
る
犯
罪
」
及
び
「
司
法
取
引
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
改
正
後
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
六
条
の
二
の
罪
は
、
改
正
後
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
五
十
条
の
二
第
二
項
に
規

定
す
る
特
定
犯
罪
（
以
下
「
特
定
犯
罪
」
と
い
う
。
）
に
は
該
当
せ
ず
、
改
正
後
刑
事
訴
訟
法
第
二
編
第
四
章
に
定
め
る
証

拠
収
集
等
へ
の
協
力
及
び
訴
追
に
関
す
る
合
意
制
度
（
以
下
「
合
意
制
度
」
と
い
う
。
）
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
な
お
、

改
正
後
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
六
条
の
二
の
罪
の
対
象
犯
罪
で
あ
る
改
正
後
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
別
表
第
四
に
掲
げ
る
罪
の

う
ち
に
は
、
合
意
制
度
の
対
象
と
な
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
爆
発
物
取
締
罰
則
（
明
治
十
七
年
太
政
官
布
告
第
三
十
二

号
）
第
三
条
（
爆
発
物
の
製
造
等
）
の
罪
、
覚
せ�

い�

剤
取
締
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
第
四
十
一
条
第

二



一
項
（
覚
醒
剤
の
輸
入
等
）
の
罪
等
が
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

改
正
後
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
六
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
は
、
同
項
の
罪
を
犯
し
た
者
が
計
画
し
た
犯
罪
の
実
行
に
着

手
す
る
前
に
自
首
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
自
首
を
し
た
者
に
つ
い
て
同
項
の
罪
の
刑
を
減
軽
し
、
又
は
免
除
す
る
旨
規

定
し
て
い
る
。

他
方
、
合
意
制
度
は
、
検
察
官
が
、
特
定
犯
罪
に
係
る
事
件
の
被
疑
者
又
は
被
告
人
が
特
定
犯
罪
に
係
る
他
人
の
刑
事
事

件
に
つ
い
て
証
拠
の
収
集
に
関
す
る
協
力
を
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
証
拠
の
重
要
性
等
を
考
慮
し
て
、
必
要
と
認
め
る

場
合
で
あ
っ
て
、
弁
護
人
の
同
意
が
あ
る
と
き
に
、
被
疑
者
又
は
被
告
人
と
の
間
で
、
被
疑
者
又
は
被
告
人
が
当
該
協
力
を

し
、
か
つ
、
検
察
官
が
被
疑
者
又
は
被
告
人
の
当
該
事
件
に
つ
い
て
特
定
の
求
刑
等
を
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
合
意
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
制
度
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
新
た
な
捜
査
手
法
を
導
入
す
る
可
能
性
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
改
正
後

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
六
条
の
二
の
罪
を
設
け
る
こ
と
に
伴
い
、
「
通
信
傍
受
の
対
象
犯
罪
を
拡
大
」
す
る
こ
と
は
予
定
し

三



て
い
な
い
。

四


